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６８特集大学改革と生涯学習
の様子をみせている。

2．単位認定の多様化の現状と動向

(1)学校の正規単位としての認定
①大学等における単位認定
ア．技能審査及び専修学校専門課程での学習成果に係る単位認定
平成３年７月の大学設置基準の改正後，英語検定などの技能審査に合格した場
合や専修学校専門課程で学習した場合など，大学以外の場における学習成果につ
いて，各大学が教育上有益と判断した場合は，当該大学の単位として認定できる
こととなった。その単位認定の範囲は，大学で30単位以内，短大で23単位以内，
高等専門学校で15単位以内となっている。
たとえば，技能審査の合格を単位認定している大学の例として，お茶の水女子

大学をとりあげると，実用英語検定を入学前に1級合格していると，基礎英語も
しくは総合英語で８単位，準１級の場合４単位に振り替えられる。専修学校専門
課程の場合は，たとえば，専門学校での修得した単位を大学上の妥当な課程の履
修とみなして，単位として認定する。実施にあたっては，大学と専門学校の間で
協定を締結している。

イ．大学公開講座の単位認定
大学設置基準の改正によって設置された「科目等履修生」制度の創設によって，
大学公開講座修了者にも単位認定が行えるようになった。これは，科目等履修生
制度が，大学学部，短期大学，高等専門学校で開設されている一部をパートタイ
ムで履修できる点に着目し，次のような方法によって正規の単位認定が得られる
というものである。第１は，公開講座のうち，当該大学が正規の単位認定にふさ
わしい水準にあると認めるものを「公開講座でもあり，同時に正規の授業科目で
あるものとする｣。第２は，このような公開講座の受講者のうち，正規の単位認
定を希望するものを「科目等履修生」とする。これは，教育委員会等と大学が共
催するような公開講座であってもその講座の修了を大学が正規の授業と認定する
ならば，科目等履修生の制度を利用することによって単位修得が可能になるとい
う考え方である。

ウ．学位授与機構
学位授与機構の目的は，学校教育法の規定に従い学士，修士，博士の学位を授
与すること，学位授与を行うために必要な学習成果の評価に関する調査研究を行
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７２特集大学改革と生涯学習
機関として活動している。CAELの事業には，全国的な事業としてのProject
LEARN(コンピュータによる成人のための生涯学習のガイダンスプログラムの
開発)，労働者の再教育を目的とし，企業，産業，労働組合，政府官庁及び中等
後教育諸機関との協同連携で行うJointVenturesと呼ばれる事業があるが，主た
る活動は経験学習の学術的な認定方法の開発である。
CAELにおける経験学習の評価方法は，「成人のすべての経験が直ちに学術

的な学習として評価されるのではなく，経験が学術的なものとして認定されると
き始めて単位(credit)として授与される」事をその基本的前提としている。評
価方法の開発が開始された当初からの研究内容の重点は「対人関係技能の評価｣，
「支持者のつかない学習を評価する際のポートフォリオ（経験と学習を証明する
総合的な書類のファイル）の利用｣，「勤労経験の学習成果の評価｣，「学習成果
を評価する専門家の養成と研修」などに置かれ，学習や勤労の「経験」が学術的
な学習として評価される基準を開発し，「経験」が理論と実際的な応用との適切
な均衡を保つことを求めてきた｡こうした研究開発の成果は各大学の単位認定に
生かされ,CAELと連携した全米約300の大学のうちでも，学習者の申請に基
づき「経験学習」をポートフォリオによって評価し，それにふさわしい単位を授
与する大学が半数弱に達している。
ここで注目すべき点は，経験単位がすべてポートフォリオとしてボーダブルな

形で書式化されている点であり，生涯学習において単位が累積されていく際には，
このような長期にわたる学習の継続的記録書式が不可欠と考えられる。「ポート
フォリオ評価」とは，「学生によってカレッジに提示され，学外の学習に対する
単位認定あるいは承認を要求する公式の文書によるコミュニケーション」を意味
し,｢ l .以前に行った学習内容と能力証明,2.関連づけのための説明文,3.証拠
書類，４.特定の学科目において何単位を要求するかを示す請求書」から構成され
ている。

③試験による単位認定制度
試験による単位認定制度は，伝統的な教育機関に一定期間在籍して一定時間の
教育課程を受けるという従来の単位概念の前提を変えるものである。成人の学習
経験，勤労体験及び過去の学習成果を試験によって学術的単位として認定するも
ので，成人の高等教育機会の拡大に貢献してきた。全米では現在いくつかの学外
試験機関が存在する。いずれも，ハイスクール・レベルとカレッジ・レベルのテ
ストを行い，卒業や単位の認定を実施している。例えば，全米の高等教育団体の
総合的，非営利的な民間機関AmericanCounci lofEducation(ACE)の一部
局である成人学習・教育資格センター(CenterforAdultLearningandEduca-
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７４特集大学改革と生涯学習
必要はない。しかも生涯学習活動の中では，単位を発行する主体と，単位の価値
を認定する主体が必ずしも同じではない。特定の学習機関で継続して行われるわ
けではない以上，単位を発行する機関と認定する機関が同一のものという前提は
まったくなくなる。この場合，単位互換制度の構築が重要な課題となる。（表３
参照，注(2)）

(3)単位認定の共通基準
そのために単位認定のいっそう共通した基準や水準作りが必要とされる。それ

が国内の教育機関だけではなく，今後国際的な学習活動が活発化するにしたがい，
国際的な基準作りが必要となると考えられる。
さらに，その場合すべての学習者が新たな学位を得るために学習を行うわけで

はない。その意味では，学位を発行するために単位を修得するというよりも，む
しろ，どのような学習を行い，その学問的な水準をどのように社会的に認定して
いくかという点にこそ重点が置かれるようになる。単位発行の基準と方法（修業
年限，授業時間数と学習時間数，試験などによる成績評価)，労働経験や学習暦
を含めた新たな認定と基準と方法の開発が必要となるだけではなく，ポートフォ
リオ制度のような累積的な単位記録制度と単位流通制度をどう構築していくかが
課題となる。

(4)達成的学習モデルとしての単位修得
さらに，市町村における生涯学習の成果の評価方法についての研究成果やアメ
リカにおける継続学習単位の出現事例から明らかにされたことは，生涯学習の成
果活用の研究においては次の２つの視野を取る必要があるという点である。生涯
学習活動そのものが実は自分を認めてもらいたいという人間の基本的な評価への
欲求から生じているが，その場合にも何かを達成することによって認められたい
という達成的動機と，他者と親しくする事自体が目的である親和的動機がある。
これが，生涯学習活動においても，目的の達成としてなんらかの評価や資格を得
るために行われる達成的学習と，他者との交流を目的として行われる親和型学習
とに活動それ自体が分化して現れる。評価の活用の方法においても，達成的な学
習を社会的に評価し，活用するための評価プログラム（単位や教育資格・職業資
格の認定，技術の認定，人材としての活用）と，社会的な評価よりは，他者との
交流や自己表現の機会拡充を通じて自己実現が図れるような評価プログラム（コ
ンサートなどの発表会や展示会，交流プログラム）の両方のシステムの開発を
ｲ丁っていく必要がある。その場合の評価主体は，学術的な単位認定主体に限らず
いっそう広い評価主体が考えられる。（表４参照）



単位修得が可能な学習形態の多様化と生涯学習７５
一般に学習の成果の評価方法という場合には，前者の場合のみがとりあげられ
るが，あまりに前者の達成型システムだけが構築されていくと，社会における競
争主義が強調され多くの問題点が現れることになる。
また，ヨーロッパにおいて評価されている日本の生涯学習の特色の一つは，そ

の学習が「楽しさ」を原理として行われている点であり，経済的には単なる消費
活動のように考えられながら，実は教育や学習の楽しさをその活動の基本におい
ているという点では，いっそう教育的に見て重視されるべき点である。この点で，
第５回の成人教育会議においては，道具や権利としての学習だけでなく，「楽し
み」としての学習がテーマとしてとりあげられている。そこで，本研究室におい
ても，特に，後者の評価システムについての，「楽しさ」を原理とした場合の評
価システムをと､う構築していくかが今後の重要な課題となろう。

（注）
(1)本調査の結果は，平成４年度から５年度の「生涯学習の成果の評価方法に関
する実証的研究」（一般研究B,課題番号04451061)の成果の一部である。

(2)本論では，単位互換についてほとんどふれられなかったが，単位互換制度の
数理モデルについては，浅井経子の「学習成果の評価」岡本包治編著『生涯学
習プログラムの開発』（ぎようせい,1992)をはじめとする一連の研究に詳し
いので参照されたい。
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